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設
備
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事
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成
金
申
請
の
流
れ
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載
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助成金
　以下の区分１から区分３の合計額が助成金額となります。

区　　　　　分 助　成　金

１ 供用開始日から、下水道に接続し完了検査
に合格するまでの期間

１年以内→20万円
２年以内→10万円
３年以内→  5万円

２ くみ取り便所を水洗便所に改造する工事を
伴う場合 ３年以内→  5万円

３ 敷地の状況により、やむを得ず屋内に汚水
管を設置しなければならない場合 ３年以内→  5万円

※助成金の交付は、１敷地につき１回を限度とします。
※工事費用が上記の合計額に満たない場合は、その額を助成金額の上限とします。

〜
下
水
道
〜

　

現
在
、
富
岡
町
の
一
部
（
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線

よ
り
西
側
）
で
は
、
今
年
4
月
の
供
用
開

始
に
向
け
て
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に
つ

い
て
、「
供
用
開
始
の
告
示
」
を
市
が
順

次
行
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
の
告
示
を
受
け
た
区
域
の
方

は
、
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
、
各
家

庭
で
ト
イ
レ
や
台
所
、
浴
室
か
ら
の
排
水

管
を
公
共
汚
水
ま
す
に
接
続
す
る
排
水
設

備
を
設
置
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、

く
み
取
り
便
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
建
物

は
、
3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
も
生
じ
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
必
ず
市

が
指
定
す
る
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
、
工

事
着
工
の
14
日
前
ま
で
に
、
工
事
を
行
う

た
め
の
申
請
書
を
下
水
道
課
へ
提
出
し
、

確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
以
外
に
依
頼
さ
れ
た
り
、

無
届
工
事
を
さ
れ
ま
す
と
助
成
金
の
適
用

が
な
い
ほ
か
、
違
法
行
為
と
し
て
罰
則
が

科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
下
水
道
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
一
定
期
間
内
に
浄
化
槽

の
廃
止
ま
た
は
、
く
み
取
り
便
所
の

水
洗
化
を
行
い
公
共
下
水
道
へ
接
続

し
た
方
に
対
し
て
、
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
上
図
参
照
）

　

助
成
制
度
の
申
請
書
は
、
排
水
設

備
工
事
の
申
請
を
す
る
時
に
あ
わ
せ

て
下
水
道
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

−

１
７
９
６
）
へ

工事の依頼

設計・見積り

市へ申請書提出

工事着工

完　　成

完了検査

検査済証の交付
下水道の使用開始

申請書確認

指定工事店と契約

「助成金交付申請書」を提出します。
必要書類を添付して「排水設備等計
画確認申請書」と一緒に申請してく
ださい。

工事完了後、排水設備工事の請求書
などを添付して「実績報告書」を市
に提出してください。

市から「助成金交付決定通知書」を
送付します。

助成金が交付されます。

助成金申請の流れ

「指定工事店」に調査、設計、見積
り（できるだけ数社に！）を依頼し
ます。工事の方法、それにかかる費
用等、十分に打ち合わせを行ってか
ら契約してください。

工事が完了したときは、工事完了後
5 日以内に「排水設備等工事完了兼
使用開始届出書」を市に提出します。

市からの確認通知書が交付された後、
指定工事店は工事に着工します。

指定工事店の責任技術者立ち会いの
もと、市が工事完了検査を行います。

検査に合格すると、検査済証が交付
され、下水道の使用ができるように
なります。

工事の申請書を市に提出します。（申
請書にはあなたの署名と押印が必要
です。）
工事の着手日の 14 日前までに「排
水設備等計画確認申請書」を提出し、
確認を受けてください。

排水設備工事申請の流れ
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